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青
少
年
相
談
員
は
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
、子
ど
も
た
ち
の
良
き「
お
兄
さ

ん
、お
姉
さ
ん
」と
し
て
様
々
な
活

動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

所
沢
市
青
少
年
相
談
員
協
議
会

で
は
、『
ワ
ン
パ
ク
』
と
い
う
名

前
で
、
年
４
～
５
回
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

「
ワ
ン
パ
ク
ス
ク
ー
ル
」
で
は
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
公
民
館
で

の
自
炊
な
ど
を
通
し
て
、
学
校
や

学
年
を
越
え
た
仲
間
づ
く
り
、
交

流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
ワ
ン
パ
ク
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
」で
は
、夏
季
に
野
外
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
普
段
の
生
活
で

は
で
き
な
い
経
験
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
に
自
己
の
成
長
を
自
覚

で
き
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
情
報
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
（

ワ
ン
パ

ク
ス
ク
ー
ル 

か
わ
ら
版
）
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
沢
山
の
子

ど
も
た
ち
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

青
少
年
相
談
員
の
活
動
は
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
の
「
専
門
的
な

活
動
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、

子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り
を
も
ち
、

一
緒
に
活
動
を
し
、
良
き
相
談
相

手
、良
き
話
し
相
手
に
な
る
な
ど
、

実
際
に
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
「
広
義

の
相
談
活
動
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
所
沢
市
で
は
、
埼
玉
県

知
事
と
所
沢
市
長
か
ら
委
嘱
を
受

け
た
、
18
歳
か
ら
39
歳
の
13
名
が

活
動
し
て
い
ま
す
。（
所
沢
市
で

は
、
保
護
者
の
同
意
の
上
、
15
歳

か
ら
委
嘱
可
能
で
す
。）

相
談
員
の
多
く
は
大
学
生
で
、

学
業
と
両
立
し
な
が
ら
所
沢
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
が
で
き
る

か
を
考
え
、
日
々
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

活
動
の
中
で
、
相
談
員
自
身
も

成
長
し
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
模
範
と
し
て
、「
や
り
が
い
」

や
「
明
る
い
笑
顔
」、「
様
々
な
経

験
を
積
む
機
会
」を
得
て
い
ま
す
。

20
年
前
は
県
内
で
１
０
０
０
人

を
超
え
る
相
談
員
が
活
動
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
若
年
層
の
人

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の

　

健
や
か
な
成
長
を
支
え
る

　

健
や
か
な
成
長
を
支
え
る

～
青
少
年
相
談
員
の
活
動
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
～

～
青
少
年
相
談
員
の
活
動
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
～

口
減
少
に
伴
い
、
令
和
６
年
度
の

委
嘱
者
数
は
約
４
０
０
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。
所
沢
市
青
少
年
相
談

員
に
お
い
て
も
、
委
嘱
者
数
の
減

少
は
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
み

た
い
方
、子
ど
も
が
好
き
な
方
…
。

男
女
を
問
わ
ず
同
世
代
の
仲
間
づ

く
り
、
活
動
を
通
し
て
地
域
と
の

つ
な
が
り
も
で
き
ま
す
。ま
た
、事

業
の
企
画
や
立
案
も
行
い
ま
す
。

青
少
年
相
談
員
の
活
動
に
興
味

の
あ
る
方
は
、
是
非
、
私
た
ち
と

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

（
所
沢
市
青
少
年
相
談
員
協
議
会

�

会
長　

新
藤　

祐
介
）

ワ
ン
パ
ク
ス
ク
ー
ル

ワ
ン
パ
ク
ス
ク
ー
ル

　

ワ
ン
パ
ク
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

　

ワ
ン
パ
ク
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

「
青
少
年
相
談
員
」
募
集
中
！

「
青
少
年
相
談
員
」
募
集
中
！

『
青
少
年
相
談
員
』

『
青
少
年
相
談
員
』

��

の
活
動
と
は
？

の
活
動
と
は
？
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・
小
笠
原
鈴
花
（
所
沢
中
２
年
）

・
二
上　

勇
斗
（
中
央
中
２
年
）

・
小
堤　

瑛
太
（
南
陵
中
２
年
）

・
古
谷
野
莉
子
（
南
陵
中
２
年
）

・
菅
原　

愛
菜
（
南
陵
中
２
年
）

優
良
青
少
年
及
び

青
少
年
健
全
育
成
功
労
表
彰

　

所
沢
市
と
共
催
で
行
う
こ
ち
ら

の
表
彰
は
、ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
子
ど
も
た

ち
の
見
守
り
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の

指
導
、
青
少
年
関
連
の
事
業
へ
の

協
力
な
ど
、
長
年
に
わ
た
る
功
労

を
称
え
、
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
青
少
年
健
全
育
成

功
労
表
彰
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
彰
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
青
少
年
健
全
育
成
功
労
者
】

・
山
﨑　
　

淸�

・
豊
泉　

宏
太

・
池
田　

隆
人�

・
大
村　

千
秋

・
中
村　
　

登�

・
河
原
田　

肇

・
嵯
峨　

博
章�

・
早
坂
毅
美
男

・
新
貝　

裕
明�

・
田
中　
　

朝

・
和
賀
井
伸
吾�

・
角
島　

哲
夫

・
百
瀬　

正
信�

・
井
出　

博
之

・
向
井 　

康
二

【
青
少
年
健
全
育
成
功
労
団
体
】

・�

松
井
小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

�

パ
ト
ロ
ー
ル
隊

・
所
沢
松
郷
住
宅
自
治
会

　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
活
動
を

さ
れ
て
い
る
方
や
、
誇
る
べ
き
活

動
を
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を

ご
存
じ
で
し
た
ら
、
ぜ
ひ
事
務
局

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

表
彰
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
特
選
】

《
小
学
生
の
部
》

・
齋
藤　
　

暁（
東
所
沢
小
３
年
）

・
中
澤　

大
智
（
美
原
小
６
年
）

・
内
野　

結
月
（
林
小
６
年
）

《
中
学
生
の
部
》

・
三
浦　

拓
也
（
安
松
中
１
年
）

・
安
部　

希
香
（
北
野
中
１
年
）

・
伊
藤　

正
義
（
中
央
中
２
年
）

【
金
賞
】

《
小
学
生
の
部
》

・
岡
本　
　

翠
（
美
原
小
４
年
）

・
山
縣　

信
仁
（
美
原
小
４
年
）

・
児
玉　

正
太（
東
所
沢
小
４
年
）

・
本
山　
　

紗（
東
所
沢
小
５
年
）

・
倉
林　

莉
実（
東
所
沢
小
６
年
）

《
中
学
生
の
部
》

・
大
館　

侑
真
（
北
野
中
１
年
）

・
平
間　

誉
人
（
所
沢
中
２
年
）

・
中
村　

瑠
夏
（
南
陵
中
２
年
）

・
増
賀　

未
桜
（
南
陵
中
２
年
）

・
今
井　

律
花（
小
手
指
中
２
年
）

【
銀
賞
】

《
小
学
生
の
部
》

・
平
松　
　

怜
（
荒
幡
小
３
年
）

・
竹
内　
　

結
（
美
原
小
３
年
）

・
阿
部　
　

葵
（
北
中
小
３
年
）

・
迫
本　

碧
桜
（
明
峰
小
４
年
）

・
小
林　

茉
央（
東
所
沢
小
４
年
）

・
竹
前
日
菜
子
（
並
木
小
５
年
）

・
神
谷　

日
咲（
東
所
沢
小
５
年
）

《
中
学
生
の
部
》

・
小
柳　

結
絆
（
安
松
中
１
年
）

・
前
川　
　

琴
（
北
野
中
１
年
）

令
和
６
年
12
月
４
日
（
水
）、

視
察
研
修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ユ
ニ
セ
フ
（
国
際
連
合
児
童
基

金
）は
、国
連
機
関
で
す
。
そ
れ
を

支
え
て
い
る
の
が
各
国
の
ユ
ニ
セ

フ
協
会
で
あ
り
、
そ
の
協
会
が
運

営
す
る
場
所
が
「
ユ
ニ
セ
フ
ハ
ウ

ス
」と
い
う
今
回
の
研
修
地
で
す
。

世
界
の
子
ど
も
た
ち
が
直
面
す
る

課
題
、「
子
ど
も
の
権
利
」
に
つ

い
て
考
え
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
で
館
内
を
巡
り

ま
し
た
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
少

年
は
、
髪
の
毛
や
手
が
銀
色
に
染

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
ア
ル
ミ
製
の

ボ
ウ
ル
（
食
器
）
を
作
る
工
場
で

働
い
て
い
る
か
ら
で
す
。
朝
７
時

か
ら
10
時
間
働
き
、
時
給
は
20
円

で
す
。
ア
ル
ミ
の
粉
塵
を
防
ぐ
マ

ス
ク
は
あ
り
ま
せ
ん
。

他
に
も
、
シ
リ
ア
紛
争
の
爆
撃

で
片
足
を
失
っ
た
13
歳
の
少
女

は
、
片
足
で
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を

蹴
っ
て
い
ま
す
。何
回
も
何
回
も
、

楽
し
そ
う
で
す
。
将
来
は
体
操
の

コ
ー
チ
に
な
り
た
い
そ
う
で
す
。

「
夢
の
た
め
に
は
、
勉
強
す
る
し

か
な
い
。」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

厳
し
い
状
況
で
す
が
、
子
ど
も

の
権
利
条
約
の
中
に
「
意
見
を
表

す
権
利
」が
あ
り
ま
す
。子
ど
も
の

成
長
に
欠
か
せ
な
い
条
目
で
す
。

自
分
の
思
い
を
伝
え
る
に
は
、
教

育
が
必
要
で
す
。
ユ
ニ
セ
フ
は
、

目
標
分
野
に
教
育
も
掲
げ
て
い
ま

す
。支

援
を
要
す
る
子
ど
も
の
現
状

は
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。容
易
に
は
い
か
な
い
け
れ
ど
、

心
に
留
め
て
お
く
こ
と
が
大
事
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
映
像
を
忘
れ
な

い
で
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
の
貨
幣
博
物
館
で
は
お

金
の
歴
史
を
興
味
深
く
巡
り
、
楠

公
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
昼
食
を
取
り

ま
し
た
。
各
自
が
使
用
し
た
塗
り

の
箸
は
持
帰
り
が
Ｏ
Ｋ
で
、
嬉
し

い
お
土
産
が
で
き
ま
し
た
。

最
終
地
の
神
田
明
神
社
殿
は
、

「
二
度
と
燃
え
な
い
神
殿
」
と
し

て
、昭
和
９
年
に
建
立
し
ま
し
た
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
、
表
面

は
漆
塗
り
で
す
。
参
拝
で
き
た
感

謝
を
込
め
、
お
み
く
じ
を
引
き
ま

し
た
。『
小
吉
、
願
い
事
叶
う
。』

�

（
三
浦
光
子
）

２
月
１
日（
土
）、
新
所
沢
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
て
「
令
和
６

年
度『
家
庭
の
日
』推
進
事
業〈
青

少
年
―
明
日
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉

優
秀
作
文
表
彰
式
、
優
良
青
少
年

及
び
青
少
年
健
全
育
成
功
労
表
彰

式
」
を
行
い
ま
し
た
。

「
家
庭
の
日
」
推
進
事
業

青
少
年
―
明
日
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

毎
年
、所
沢
市
と
の
共
催
で「
家

庭
の
日
」
推
進
事
業
と
し
て
、
小

学
３
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

を
対
象
に
、
家
族
の
こ
と
や
将
来

の
夢
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
小
学
生
６
０
点
、

中
学
生
２
７
６
点
、
計
３
３
６
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

ユ
ニ
セ
フ
ハ
ウ
ス

ユ
ニ
セ
フ
ハ
ウ
ス

ユニセフハウス（東京都港区）

優
良
青
少
年
表
彰
式

「
家
庭
の
日
」作
文
表
彰
式表彰式の様子

視
察
研
修
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《
ふ
る
さ
と
所
沢

 

親
子
で
再
発
見
事
業
》

所
沢
郷
土

　
か
る
た

か
る
た
札
紹
介

　

広
報
紙
わ
か
た
け
で
は
、
か
る

た
札
の
連
載
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
「
ら
」
の
札
で
す
。

　
欄ら

ん

干か
ん

か
ら 

　
　
彼か
な
た方

を
望の
ぞ

む 

　
　
　
　
　
　
旭
あ
さ
ひ
ば
し橋

所
沢
市
で
は
子
育
て
世
代
・
若

者
向
け
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
配
信
を
行
っ

て
い
ま
す
！

友
だ
ち
追
加
後
、
受
信
設
定
に

回
答
す
る
こ
と
で

・
学
習
ス
ペ
ー
ス
の
案
内

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

・
相
談
先
の
案
内

・
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

な
ど
色
々
な
情
報
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
友
だ
ち
追
加
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
型
か
る
た
大
会

　

令
和
６
年
10
月
26
日（
土
）、
27

日
（
日
）、所
沢
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
て
「
所
沢
郷
土
か
る
た
大

型
か
る
た
大
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

暖
か
い
秋
晴
れ
の
中
、計
８
回
、

延
べ
１
４
７
人
の
子
ど
も
た
ち
が

参
加
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
『
ジ
ュ
ニ
ア
推
進
員
』
が
司
会

進
行
や
審
判
と
し
て
協
力
し
て
く

れ
ま
し
た
。

所
沢
郷
土
か
る
た
大
会

　

３
月
８
日（
土
）、
こ
ど
も
と
福

祉
の
未
来
館
に
て
「
所
沢
郷
土
か

る
た
大
会
決
勝
戦
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

市
内
11
か
所
の
児
童
館
で
の
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
子
ど
も
た
ち
が

集
結
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
熱

い
戦
い
は
必
見
で
す
。

　

ま
た
、
毎
年
、
12
月
頃
か
ら
各

児
童
館
で
練
習
会
・
予
選
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
所
沢
の
文
化
や

歴
史
が
学
べ
る
機
会
で
す
。

　

来
年
度
も
、
沢
山
の
子
ど
も
た

ち
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

所
沢
郷
土
か
る
た 

　
　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　

今
年
度
も
「
親
子
で
再
発
見
！

所
沢
郷
土
か
る
た
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

４
回
目
の
実
施
と
な
る
今
年
度

は
、
59
点
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た
子
ど
も

た
ち
、
保
護
者
の
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

全
作
品
の
中
か
ら
、金
賞
１
点
、

銀
賞
３
点
、銅
賞
５
点
を
選
出
し
、

入
賞
し
た
方
へ
は
賞
状
と
賞
品
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
か
る
た
札
「
み
」
に

ち
な
ん
で
撮
影
し
た
写
真
が
金
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

三み

ツつ

井い

戸ど

は 

　
弘こ

う

法ぼ
う

大た
い

師し

の 
　
　
お
く
り
も
の

　

飛
行
機
新
道
の
途
中
、
東
川
を

渡
る
た
め
に
も
う
け
ら
れ
た
橋
で
、

明
治
44
年
に
開
設
さ
れ
た
所
沢
飛

行
場
の
開
設
に
伴
い
造
ら
れ
ま
し

た
。
当
時
は
土
橋
で
し
た
が
、
昭

和
５
年
に
現
在
の
橋
に
架
け
替
え

ら
れ
、
平
成
21
年
に
国
の
登
録
有

形
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、

電
灯
の
復
元
を
進
め
て
い
ま
す
。

当日の様子

◀
金
賞
の
作
品
（
川
又
さ
ん
）

所
沢
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

「
所
沢
市
こ
ど
も
・

若
者
情
報
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
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●
編
集
委
員

▽
榎
本
崇
義
　
　
▽
道
又
一
枝

▽
三
浦
光
子
　
　
▽
江
口
庸
介

●
ま
ん
が
作
　
島
田
孝
行

●�｢

わ
か
た
け｣

が

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
で
き
ま
す
。

●�

わ
か
た
け
編
集
委
員
を�

募
集
し
て
い
ま
す
！

　�

興
味
の
あ
る
方
は
、
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

各
種
事
業
の
報
告

青
少
年
健
全
育
成

青
少
年
健
全
育
成  

街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

令
和
６
年
11
月
９
日（
土
）、
所

沢
市
と
共
催
で
、「
青
少
年
健
全
育

成
街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

所
沢
駅
周
辺
で
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
『
青
少
年
は

地
域
か
ら
は
ぐ
く
む
』
で
す
。
こ

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
将
来
を
担

う
青
少
年
が
非
行
に
陥
る
こ
と
な

く
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
心
身
共
に
健
や
か

に
成
長
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

実
施
し
て
い
ま
す
。

だ
き
ま
し
た
。
中
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
『
ジ
ュ
ニ
ア
推
進
員
』
も

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
少
年
三
道
大
会（
第

青
少
年
三
道
大
会（
第
6363
回
）
回
）

令
和
６
年
11
月
10
日
（
日
）、

市
民
体
育
館
に
て
合
同
開
会
式
を

行
い
、
そ
の
後
、
剣
道
の
部
は
市

民
体
育
館
で
、
柔
道
の
部
・
弓
道

の
部
は
市
民
武
道
館
で
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
５
０
３
名
の
選
手
が

出
場
し
ま
し
た
。
ど
の
選
手
も
、

練
習
の
成
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う

試
合
に
挑
み
ま
し
た
。
緊
張
感
の

あ
る
、
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

民
体
育
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

全
21
チ
ー
ム
、
総
勢
３
１
４
名

の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。
ど
の

試
合
も
接
戦
で
、
手
に
汗
握
る
試

合
展
開
と
な
り
ま
し
た
。
ど
の

チ
ー
ム
も
、
コ
ー
ト
上
の
選
手
、

ベ
ン
チ
に
座
る
選
手
、
観
客
が
一

丸
と
な
り
、
戦
い
ま
し
た
。

【
成
績
】

・
男
子
の
部

優　

勝　

所
沢
泉
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
Ａ

準
優
勝　

林
ク
ロ
ー
バ
ー
ズ

第
３
位　

柳
瀬
セ
ブ
ン
ピ
ー
ス

・
女
子
の
部

優　

勝　

林
ク
ロ
ー
バ
ー
ズ

準
優
勝　

新
所
沢
Ｇ
シ
ュ
ー
タ
ー
ズ

第
３
位　

所
沢
ラ
イ
オ
ン
ズ

編
集
後
記

ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
大
会（
第

ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
大
会（
第
3333
回
）
回
）

３
月
29
日
（
土
）、
市
民
体
育

館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
に
て
開
催
予

定
で
す
。
出
場
す
る
選
手
が
繰
り

広
げ
る
熱
戦
を
お
楽
し
み
に
！

当
日
は
、
市
長
、
副
議
長
、
警

察
署
長
を
は
じ
め
、
総
勢
１
０
９

名
の
参
加
者
の
協
力
を
得
て
、
約

１
６
０
０
部
の
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
ま
し
た
。

当
会
議
の
構
成
団
体
の
方
以
外

に
も
、
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た 開会式の様子

少
年
・
少
女

少
年
・
少
女  

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

令
和
６
年
12
月
21
日（
土
）・
22

日
（
日
）
の
２
日
間
に
渡
り
、
市 弓道の部

男子の部

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」「
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
こ
ん

な
挨
拶
で
始
ま
る
『
環
境
美
化
の

日
』
に
は
、
揃
い
の
ジ
ャ
ー
ジ
姿

の
中
学
生
、
父
兄
と
一
緒
に
小
学

生
も
大
勢
参
加
し
、
町
内
を
一
周

し
な
が
ら
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
す
。

　

私
の
住
む
町
内
に
は
、
小
さ
い

な
が
ら
神
社
も
あ
り
、
大
人
は
境

内
の
草
む
し
り
と
清
掃
を
担
当

し
、
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
袋
が
並

び
ま
す
。
一
周
し
て
戻
っ
た
力
持

ち
の
中
学
生
が
「
持
っ
て
行
き
ま

す
よ
。」
と
集
積
場
に
運
ん
で
く

れ
ま
す
。
本
当
に
助
か
り
ま
す
。

　

市
と
学
校
と
地
域
と
の
交
流
を

目
指
し
た
運
動
が
、
し
っ
か
り
定

着
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
交
流
は
、
こ
の
先
も
続
い
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

神
社
が
あ
る
の
で
、
夏
に
は
祭

礼
が
あ
り
、
小
中
学
生
が
山
車
の

上
で
囃
、
手
古
舞
で
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
す
。
盆
踊

り
で
は
、
民
謡
と
子
ど
も
の
曲
を

教
え
合
っ
て
踊
り
、
祭
り
を
盛
り

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
様
に
、
文
化
の
継
承
、
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、各
種
コ
ン
ク
ー
ル
、

地
域
の
行
事
に
参
加
し
、
若
い
力

を
多
い
に
発
揮
し
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。�

（
道
又
一
枝
）

　

小
中
学
生
の「
良
き
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
」
と
し
て
相
談
や
指
導

に
当
た
っ
て
い
る
青
少
年
相
談
員

の
皆
さ
ん
、
日
々
の
活
動
へ
の
取

組
み
に
、
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

多
様
な
子
育
て
や
様
々
な
家
庭

環
境
が
あ
る
中
、
子
ど
も
た
ち
の

繋
が
り
を
広
め
る
支
援
活
動
は
、

特
に
大
切
な
も
の
で
、
地
域
全
体

で
応
援
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　

本
紙
も
、
家
庭
、
地
域
、
学
校

の
連
携
の
一
助
と
な
る
た
め
、
編

集
委
員
一
同
、
充
実
し
た
紙
面
づ

く
り
を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

�

（
江
口
庸
介
）

信信

号号

機機


